共同研究「民俗儀礼の変容に関する資料論的研究」の経過と概要 by 山田 慎也
1
共
同
研
究「
民
俗
儀
礼
の
変
容
に
関
す
る
資
料
論
的
研
究
」の
経
過
と
概
要
1　
研
究
の
目
的
本
報
告
書
は
、
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
度
よ
り
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年
度
ま
で
国
立
歴
史
民
俗
博
物
に
お
い
て
行
わ
れ
た
基
盤
共
同
研
究
「
民
俗
儀
礼
の
変
容
に
関
す
る
資
料
論
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
山
田
慎
也
）
の
成
果
報
告
論
集
で
あ
る
。
通
過
儀
礼
や
年
中
行
事
な
ど
、
地
域
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
諸
儀
礼
や
習
俗
等
の
民
俗
は
、
近
代
化
の
過
程
で
大
き
く
変
容
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
現
在
実
践
さ
れ
て
い
る
儀
礼
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て
地
域
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
か
ら
は
ず
れ
、
均
質
化
す
る
傾
向
が
多
く
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
七
五
三
は
、
地
域
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
別
、
男
女
別
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
従
来
行
わ
れ
て
き
た
が
、
現
在
、
女
子
の
三
、七
歳
、
男
子
の
三
、五
歳
と
さ
れ
、
従
来
慣
習
の
な
い
地
域
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
商
業
化
に
よ
る
宣
伝
と
作
法
書
の
普
及
で
全
国
に
浸
透
し
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
墓
制
は
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
の
墓
地
及
埋
葬
取
締
規
則
（
の
ち
の
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
に
引
き
継
が
れ
る
）
に
よ
り
、
多
様
な
墓
の
習
俗
の
有
り
様
も
次
第
に
平
準
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
民
俗
儀
礼
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
は
、
法
令
の
施
行
や
行
政
の
働
き
か
け
、風
俗
改
良
運
動
や
生
活
改
善
運
動
な
ど
の
影
響
な
ど
を
含
む
政
治
的
要
因
、
山
田
慎
也
医
療
施
設
に
よ
る
出
産
や
終
末
期
、
死
亡
確
認
な
ど
、
生
物
医
療
の
進
展
に
よ
る
医
療
的
要
因
、
ま
た
デ
パ
ー
ト
や
葬
祭
業
な
ど
の
儀
礼
産
業
の
利
用
な
ど
消
費
文
化
の
浸
透
に
よ
る
経
済
的
要
因
、
地
域
の
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
社
会
変
動
に
よ
る
社
会
的
要
因
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
基
本
的
に
日
本
と
い
う
国
民
国
家
の
枠
組
み
の
中
で
の
変
容
と
均
質
化
で
あ
り
、
一
種
の
「
国
民
儀
礼
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
産
育
や
年
中
行
事
な
ど
の
一
部
で
個
別
的
に
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
総
合
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
研
究
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
民
俗
学
で
は
、
地
域
が
独
自
に
実
践
し
て
い
る
儀
礼
を
お
も
に
取
り
上
げ
て
き
た
。
だ
が
地
域
の
儀
礼
が
成
立
す
る
の
も
、
情
報
が
容
易
に
流
通
す
る
現
代
に
お
い
て
、
全
国
的
な
平
準
化
と
の
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で
生
じ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
全
国
的
動
向
の
理
解
は
地
域
性
を
持
つ
儀
礼
を
理
解
す
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
博
物
館
は
様
々
な
資
料
を
収
集
し
て
い
る
が
、
地
域
博
物
館
で
は
、
地
域
性
を
帯
び
た
儀
礼
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
調
査
を
行
い
資
料
収
集
す
る
一
方
、
平
準
化
し
て
い
く
も
の
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
体
系
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
は
な
く
、
と
く
に
モ
ノ
資
料
も
体
系
的
に
ま
た
積
極
的
に
収
集
さ
れ
て
は
な
い
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
第
一
に
通
過
儀
礼
、
年
中
行
事
を
中
心
に
現
代
の
民
俗
儀
2
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礼
の
様
相
と
変
容
の
要
因
に
つ
い
て
、
政
治
的
、
医
療
的
、
経
済
的
、
社
会
的
な
観
点
な
ど
多
様
な
視
点
か
ら
総
合
的
に
分
析
検
討
し
、
地
域
か
ら
乖
離
し
国
民
儀
礼
化
し
た
民
俗
の
傾
向
を
検
証
す
る
。
第
二
に
そ
れ
に
と
も
な
う
関
連
す
る
資
料
、
な
か
で
も
モ
ノ
資
料
の
収
集
の
方
向
性
を
確
立
す
る
。
以
上
の
研
究
を
行
う
こ
と
で
現
代
の
民
俗
儀
礼
の
動
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
2　
研
究
組
織（
所
属
や
役
職
は
二
〇
一
三
年
度
当
時
）
共
同
研
究
員
（
館
外
）
板
橋
春
夫　
國
學
院
大
學
・
講
師
岩
本
通
弥　
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
・
教
授
浮
ヶ
谷
幸
代　
相
模
女
子
大
学
人
間
社
会
学
部
・
教
授
大
本
敬
久　
愛
媛
県
立
歴
史
文
化
博
物
館
・
専
門
学
芸
員
小
山
隆
秀　
青
森
県
教
育
庁
文
化
財
保
護
課
・
主
査
加
藤
紫
識　
千
代
田
区
日
比
谷
図
書
文
化
館
・
文
化
財
調
査
指
導
員
門
田
岳
久　
立
教
大
学
観
光
学
部
・
助
教
小
井
川
理　
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
・
学
芸
員
小
国
喜
弘　
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
・
准
教
授
鈴
木
由
利
子　
宮
城
学
院
女
子
大
学
・
講
師
立
石
尚
之　
古
河
歴
史
博
物
館
・
学
芸
員
土
居
浩　
も
の
つ
く
り
大
学
技
能
工
芸
学
部
・
准
教
授
俵
木
悟　
成
城
大
学
文
芸
学
部
・
准
教
授
前
田
俊
一
郎　
文
化
庁
伝
統
文
化
課
・
文
化
財
調
査
官
松
田
香
代
子　
愛
知
大
学
・
講
師
八
木
透　
佛
教
大
学
歴
史
学
部
・
教
授
（
館
内
）
青
木
隆
浩　
本
館
研
究
部
・
准
教
授
○
小
池
淳
一　
本
館
研
究
部
・
教
授
重
信
幸
彦　
本
館
研
究
部
・
客
員
教
授
常
光
徹　
本
館
研
究
部
・
教
授
原
山
浩
介　
本
館
研
究
部
・
准
教
授
松
尾
恒
一　
本
館
研
究
部
・
教
授
◎
山
田
慎
也　
本
館
研
究
部
・
准
教
授
（
◎
は
研
究
代
表
者
、
○
は
研
究
副
代
表
者
）
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
坪
内
俊
行　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
・
博
士
課
程
田
中
孝
枝　
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
・
博
士
課
程
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
問
芝
志
保　
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
・
博
士
前
期
課
程
稲
井
稔　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾
・
理
事
長
国
清
一
治　
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
初
代
実
行
委
員
長
、
勝
浦
町
議
会
・
副
議
長
石
井
研
士　
國
學
院
大
學
神
道
学
部
・
教
授
小
山
静
子　
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
・
教
授
玉
川
貴
子　
名
古
屋
学
院
大
学
現
代
社
会
学
部
・
准
教
授
日
高
昇　
前
愛
知
県
議
会
議
員
戸
田
宗
明　
元
東
浦
町
助
役
滝
口
正
哉　
東
京
都
公
文
書
館
下
田
雄
次　
弘
前
大
学
大
学
院
地
域
社
会
研
究
科
・
後
期
博
士
課
程
郷
堀
ヨ
ゼ
フ　
崇
徳
大
学
設
立
準
備
委
員
会
事
務
局
・
教
員
相
澤
出　
医
療
法
人
社
団
爽
秋
会
・
東
北
死
生
学
研
究
所
・
研
究
員
3　
研
究
の
経
過
研
究
会
は
三
年
間
で
一
一
回
開
催
し
た
。
そ
の
際
に
フ
ォ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
3
［共同研究「民俗儀礼の変容に関する資料論的研究」の経過と概要］……山田慎也
つ
つ
現
地
で
の
共
同
研
究
会
を
毎
年
行
っ
た
。
さ
ら
に
各
自
個
別
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
行
っ
た
。
平
成
二
三
年
度
○
第
一
回
研
究
会　
平
成
二
三
年
六
月
二
五
日
（
土
）・
二
六
日
（
日
）　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
山
田
慎
也　
　
　
「
共
同
研
究
の
趣
旨
説
明
」
　
　
「
民
俗
儀
礼
の
変
容
と
資
料
論
の
構
築
」
　
前
田
俊
一
郎
　
　
「
近
代
の
法
制
と
地
域
社
会
―
墓
制
の
変
容
・
再
編
を
考
え
る
―
」
　
各
メ
ン
バ
ー
の
「
自
己
紹
介
お
よ
び
研
究
紹
介
」
　
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
の
議
論
○
第
二
回
研
究
会　
平
成
二
三
年
一
〇
月
二
九
日
（
土
）　
早
稲
田
大
学
　
第
七
八
回
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
近
代
化
の
な
か
の
誕
生
と
死
」
を
開
催
し
、
共
同
研
究
メ
ン
バ
ー
が
報
告
し
、
他
の
メ
ン
バ
ー
も
討
議
に
参
加
し
た
。
　
板
橋
春
夫
　
　
「
い
の
ち
の
近
代
：
ト
リ
ア
ゲ
バ
ア
サ
ン
か
ら
助
産
師
へ
」
　
鈴
木
由
利
子
　
　
「
子
ど
も
の
誕
生
に
み
る
『
選
択
さ
れ
る
命
』」
　
山
田
慎
也
　
　
「
葬
儀
の
変
化
と
死
の
イ
メ
ー
ジ
」
　
前
田
俊
一
郎
　
　
「
近
代
国
家
と
墓
制
：
死
者
の
「
共
葬
」
を
め
ぐ
る
実
践
」
　
浮
ヶ
谷
幸
代　
誕
生
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
　
土
居
浩　
　
　
葬
送
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
○
第
三
回
研
究
会　
平
成
二
三
年
一
二
月
一
七
日
（
土
）・
一
八
日
（
日
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
小
井
川
理
　
　
「
出
産
・
成
長
に
か
か
わ
る
「
白
絵
」
の
資
料
に
つ
い
て
」
　
問
芝
志
保
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）
　
　
「
墓
産
業
の
展
開
か
ら
見
る
墓
の
変
化
―
「
画
一
化
」
と
「
多
様
化
」
―
」　
　
大
本
敬
久
　
　
「
巳
正
月
（
仏
の
正
月
）
の
現
代
的
変
容
」
○
第
四
回
研
究
会　
平
成
二
四
年
二
月
一
七
日
（
金
）
〜
二
〇
日
（
月
）　
徳
島
県
勝
浦
町
・
徳
島
市
　
稲
井
稔
・
国
清
一
治
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）
　
　
「
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
と
地
域
活
性
化
」
　
松
田
香
代
子
「
ツ
ル
シ
の
民
俗
か
ら
「
雛
の
つ
る
し
飾
り
」
―
民
俗
行
事
を
発
信
す
る
伊
豆
稲
取
温
泉
の
取
り
組
み
―
」
研
究
会
と
併
せ
て
、
徳
島
県
勝
浦
町
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
、
徳
島
市
の
徳
島
城
博
物
館
な
ど
で
、
雛
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
化
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
平
成
二
四
年
度
○
第
五
回
研
究
会　
平
成
二
四
年
六
月
二
六
日
（
土
）　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
八
木
透　
「
民
俗
学
に
お
け
る
婚
姻
研
究
の
回
顧
と
展
望
―
柳
田
國
男
か
ら
石
井
研
士
ま
で
―
」
　
石
井
研
士
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）
　
　
「
神
前
結
婚
式
の
創
出
と
変
容
」
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○
第
六
回
研
究
会　
平
成
二
四
年
一
一
月
一
〇
日
（
土
）　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
小
山
静
子
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）
　
　
「
生
活
改
善
運
動
か
ら
み
た
日
常
生
活
の
近
代
化
」
　
玉
川
貴
子
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）
「
ラ
イ
フ
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ス
テ
ー
ジ
の
創
出
と
葬
儀
に
お
け
る
消
費
〜
経
済
産
業
省
の
『
ラ
イ
フ
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
』
か
ら
〜
」
○
第
七
回
研
究
会
お
よ
び
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク　
平
成
二
五
年
二
月
九
日
（
土
）
〜
一
一
日
（
月
）　
愛
知
県
東
浦
町
郷
土
資
料
館
（
う
の
は
な
館
）
　
日
高
昇
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）・
戸
田
宗
明
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）
　
　
「
緒
川
の
厄
歳
行
事
」
研
究
会
と
併
せ
て
、
愛
知
県
東
浦
町
緒
川
地
区
の
厄
歳
行
事
に
つ
い
て
、
中
心
的
役
割
を
は
た
す
四
二
歳
の
年
齢
集
団
で
あ
る
緒
川
子
丑
会
の
活
動
を
中
心
に
、
入
海
神
社
の
厄
歳
行
事
等
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
平
成
二
五
年
度
○
第
八
回
研
究
会　
平
成
二
五
年
六
月
二
二
日
（
土
）　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
山
田
慎
也　
　
　
「
第
四
展
示
室
」
に
お
け
る
人
生
儀
礼
の
展
示
に
つ
い
て
」
民
俗
展
示
の
見
学
　
加
藤
紫
識
・
滝
口
正
哉
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）
　
　
「
都
市
に
お
け
る
人
生
儀
礼
に
関
す
る
資
料
論
」
○
第
九
回
研
究
会
お
よ
び
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク　
平
成
二
五
年
九
月
四
日
（
水
）
〜
六
日
（
土
）　
青
森
県
弘
前
市
・
五
所
川
原
市
　
小
山
隆
秀
　
　
「
近
代
に
お
け
る
岩
木
山
信
仰
と
習
俗
の
変
容
」
　
下
田
雄
次
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）
　
　
「
岩
木
山
の
お
山
参
詣
」
　
俵
木
悟　
「
民
俗
資
料
と
し
て
の
「
審
美
の
基
準
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
鹿
児
島
県
い
ち
き
串
木
野
市
、
大
里
七
夕
踊
り
の
事
例
か
ら
」
　
研
究
会
と
併
せ
て
、
津
軽
地
方
の
お
山
参
詣
に
つ
い
て
、
弘
前
市
の
岩
木
山
お
よ
び
岩
木
山
神
社
、
ま
た
岩
木
山
の
う
つ
し
で
あ
る
五
所
川
原
市
の
市
浦
脇
本
地
区
の
脇
本
岩
木
山
の
参
詣
行
事
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
○
第
一
〇
回
研
究
会　
平
成
二
五
年
一
二
月
二
一
日
（
土
）
〜
二
二
日
（
日
）　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
　
「
近
代
火
葬
論
序
説
―
映
画
『
死
体
焼
却
人
』
を
手
が
か
り
に
」
　
郷
堀
ヨ
ゼ
フ
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）
　
　
「
近
代
火
葬
文
化
論
序
説
そ
の
１
―
チ
ェ
コ
の
視
点
か
ら
」
　
土
居
浩
　
　
「
近
代
火
葬
文
化
論
序
説
そ
の
２
―
日
本
の
視
点
か
ら
」
　
重
信
幸
彦　
　
　
「
復
活
と
い
う
創
生
―
福
岡
市
早
良
区
脇
山
に
お
け
る
「
お
ひ
ま
ち
」
か
ら
」
○
第
一
一
回
研
究
会　
平
成
二
六
年
二
月
一
六
日
（
日
）　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
浮
ヶ
谷
幸
代
　
　
「
近
代
化
と
し
て
の
「
医
療
化
」
　
　
「
精
神
医
療
に
お
け
る
病
院
医
療
か
ら
地
域
医
療
へ
」
　
相
澤
出
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）　
　
　
「
地
域
」の
な
か
の
看
取
り
―
宮
城
県
に
お
け
る
在
宅
緩
和
ケ
ア
の
現
場
か
ら
」
5
［共同研究「民俗儀礼の変容に関する資料論的研究」の経過と概要］……山田慎也
　
門
田
岳
久　
「
消
費
さ
れ
る
聖
地
―
沖
縄
・
斎
場
御
嶽
に
お
け
る
観
光
／
宗
教
の
重
層
的
コ
　
　
ン
フ
リ
ク
ト
」
　
立
石
尚
之
「
オ
リ
コ
ミ
と
民
俗
―
博
物
館
資
料
と
し
て
の
折
り
込
み
広
告
と
拡
散
さ
れ
る
民
族
的
解
説
」
4　
研
究
の
成
果
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
民
俗
儀
礼
が
、
近
代
化
の
過
程
に
お
い
て
変
容
し
ま
た
時
に
は
均
質
化
し
て
国
民
儀
礼
と
な
っ
て
い
く
様
相
を
、
お
も
に
政
治
的
、
医
療
的
、
社
会
的
、
経
済
的
観
点
か
ら
総
合
的
に
検
討
を
行
っ
て
い
っ
た
。
法
令
や
行
政
な
ど
政
治
的
観
点
か
ら
で
は
、
青
木
隆
浩
「
近
代
日
本
の
禁
酒
運
動
と
禁
酒
法
案
か
ら
み
た
儀
礼
の
中
の
酒
」
に
お
い
て
、
禁
酒
運
動
と
そ
の
法
制
化
を
巡
り
、
儀
礼
に
用
い
る
酒
を
と
り
あ
げ
つ
つ
、
法
令
と
の
せ
め
ぎ
合
い
に
よ
る
、
飲
酒
と
い
う
生
活
慣
習
の
形
成
と
飲
酒
へ
の
認
識
を
明
ら
か
に
し
た
。ま
た
土
居
浩「
都
市
で
死
者
は
い
か
に
扱
わ
れ
る
べ
き
か
―
井
下
清
に
よ
る
都
市
の
葬
務
体
系
構
想
を
め
ぐ
っ
て
」
で
は
、
戦
後
普
及
す
る
公
園
墓
地
の
基
本
構
造
を
構
築
し
た
東
京
市
公
園
課
長
井
下
清
の
葬
務
構
想
を
検
討
し
、
公
衆
衛
生
を
基
盤
と
し
た
現
在
の
葬
墓
制
の
背
景
を
分
析
し
た
。
生
活
と
医
療
と
の
関
わ
り
な
ど
医
療
的
観
点
か
ら
の
民
俗
の
変
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、浮
ヶ
谷
幸
代
「
日
本
の
精
神
医
療
に
お
け
る
「
病
院
収
容
化
（
施
設
化
）」
と
「
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
（
脱
施
設
化
）」
―
北
海
道
浦
河
赤
十
字
病
院
精
神
科
病
棟
の
減
床
化
と
廃
止
の
取
り
組
み
を
中
心
に
」
で
は
、
精
神
病
患
者
の
病
院
収
容
と
脱
施
設
化
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
生
活
空
間
の
中
に
主
体
的
に
医
療
を
組
み
込
む
医
療
の
生
活
化
と
い
う
新
た
な
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。ま
た
板
橋
春
夫「
産
屋
習
俗
の
終
焉
過
程
に
関
す
る
民
俗
学
的
研
究
」
で
は
、
産
屋
習
俗
が
出
産
の
医
療
化
に
よ
り
ほ
ぼ
消
滅
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
個
々
の
記
憶
を
も
と
に
医
療
化
に
よ
る
出
産
の
変
容
の
析
出
に
成
功
し
て
い
る
。
一
方
で
水
子
供
養
と
い
う
出
産
と
は
真
逆
の
観
点
か
ら
、
医
療
化
と
胎
児
観
の
変
化
を
指
摘
し
た
の
が
、
鈴
木
由
利
子
「
水
子
供
養
に
み
る
胎
児
観
の
変
遷
」
で
あ
り
、
医
療
化
の
進
展
に
伴
っ
て
水
子
供
養
が
む
し
ろ
生
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
社
会
変
容
と
民
俗
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
が
、
小
山
隆
秀
「
伝
統
」
の
希
求
と
創
出
―
青
森
県
津
軽
地
方
の
ね
ぷ
た
喧
嘩
習
俗
を
事
例
と
し
て
」
で
あ
り
、
祭
礼
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
慣
習
が
伝
統
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
通
し
て
、
社
会
形
成
と
民
俗
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。
八
木
透「
民
俗
学
に
お
け
る
婚
姻
研
究
の
回
顧
と
展
望
―
柳
田
国
男
か
ら
石
井
研
士
ま
で
」
で
は
、
婚
姻
研
究
の
変
遷
を
社
会
形
態
と
の
関
わ
り
の
検
討
か
ら
、
今
後
儀
礼
研
究
や
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
な
ど
あ
ら
た
な
展
開
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
民
俗
変
容
と
経
済
と
の
関
係
で
は
、
門
田
岳
久
「
聖
地
と
儀
礼
の
「
消
費
」
―
沖
縄
・
斎
場
御
嶽
を
め
ぐ
る
宗
教
／
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
代
民
俗
学
的
研
究
」
で
は
、
聖
地
の
観
光
化
と
「
聖
性
」
の
商
品
化
を
通
し
て
高
度
消
費
社
会
に
お
け
る
民
俗
の
動
態
を
捉
え
て
い
る
。
さ
ら
に
立
石
尚
之
「
折
り
込
み
広
告
と
民
俗
」
で
は
、
長
期
に
わ
た
る
折
り
込
み
広
告
を
分
析
し
、
民
俗
的
な
解
説
が
販
売
促
進
の
周
期
に
組
み
込
ま
れ
、
儀
礼
が
全
国
均
質
化
し
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
具
体
的
検
討
を
す
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
が
複
合
的
に
絡
み
合
っ
て
お
り
、
単
に
要
因
を
認
知
す
る
だ
け
で
な
く
、
変
容
の
過
程
を
幅
広
い
背
景
か
ら
読
み
解
き
、
関
連
す
る
要
因
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
。さ
て
こ
の
よ
う
な
多
様
な
相
関
の
な
か
で
民
俗
儀
礼
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
が
、
そ
の
様
相
を
資
料
と
し
て
ど
の
よ
う
に
見
い
だ
し
て
い
く
か
が
さ
ら
な
る
目
的
で
あ
っ
た
。
ま
ず
有
形
民
俗
の
資
料
と
し
て
、
山
田
慎
也
「
告
別
式
の
平
準
化
と
作
法
書
」
で
は
、
近
代
か
ら
現
代
の
作
法
書
を
も
と
に
、
告
別
式
の
浸
透
と
葬
儀
の
平
準
化
を
指
摘
し
、
作
法
書
が
正
し
い
と
さ
れ
る
方
向
性
を
作
り
出
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
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た
。
加
藤
紫
識
「
博
物
館
資
料
に
み
る
都
市
の
人
生
儀
礼
」
で
は
、
人
生
儀
礼
の
変
遷
を
、着
物
な
ど
の
物
質
文
化
や
写
真
、聞
き
取
り
資
料
な
ど
多
面
的
な
資
料
に
よ
っ
て
照
射
し
、
資
料
の
持
つ
多
相
性
を
提
示
し
て
い
る
。
松
田
香
代
子
「
ひ
な
祭
り
」
の
モ
ノ
資
料
か
ら
み
る
近
代
化
―
駿
河
雛
具
の
御
殿
飾
り
を
中
心
に
」
で
は
、
ひ
な
祭
り
に
用
い
ら
れ
た
「
御
殿
飾
り
」
の
様
態
と
流
通
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
民
俗
資
料
の
流
通
消
費
の
状
況
を
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
無
形
民
俗
の
資
料
化
と
し
て
、俵
木
悟「
民
俗
資
料
と
し
て
の「
審
美
の
基
準
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
鹿
児
島
県
い
ち
き
串
木
野
市
、
大
里
七
夕
踊
り
の
事
例
か
ら
」
で
は
、
審
美
の
基
準
が
民
俗
資
料
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
、
民
俗
芸
能
の
具
体
的
な
姿
か
ら
指
摘
し
、
民
俗
の
生
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
小
池
淳
一
「
民
俗
儀
礼
の
文
芸
資
源
化
―
七
五
三
と
岡
見
」
で
は
、
民
俗
儀
礼
を
起
源
と
す
る
俳
句
の
季
語
を
分
析
し
、
文
芸
の
素
材
と
も
な
っ
て
い
る
民
俗
儀
礼
の
広
が
り
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
松
尾
恒
一
「
戦
後
の
在
日
華
僑
文
化
の
一
考
察
―
伝
統
の
観
光
利
用
と
国
際
関
係
に
お
け
る
変
容
」
で
は
、
日
本
に
お
け
る
華
僑
の
宗
教
文
化
の
変
容
を
、
ま
た
常
光
徹
「
二
〇
一
五
年
の
エ
ン
コ
ウ
祭
り
」
で
は
、
南
国
市
の
エ
ン
コ
ウ
祭
り
の
変
容
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
民
俗
儀
礼
の
変
容
を
、
多
様
な
側
面
か
ら
捉
え
、
有
形
、
無
形
の
資
料
と
し
て
、
多
面
的
に
集
積
し
て
い
く
こ
と
で
、
民
俗
学
の
基
礎
を
固
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
本
研
究
の
成
果
は
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
三
月
一
九
日
、
第
四
室
民
俗
展
示
「
列
島
の
民
俗
文
化
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
お
い
て
、
随
所
に
共
同
研
究
の
成
果
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、「
お
そ
れ
と
祈
り
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、永
島
婚
礼
会
の
移
動
式
神
前
結
婚
式
祭
壇
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
第
二
次
大
戦
後
、
ホ
テ
ル
や
結
婚
式
場
な
ど
の
場
で
神
前
の
挙
式
、
披
露
宴
と
い
う
儀
礼
形
態
の
構
築
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、二
〇
一
三
年
一
一
月
よ
り
第
四
室
特
集
展
示
「
さ
ま
ざ
ま
な
節
供
」
も
本
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
節
供
の
民
俗
的
多
様
性
と
商
品
化
に
よ
る
儀
礼
の
均
質
化
、
ま
た
観
光
化
に
つ
い
て
展
示
を
行
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
九
日
、
早
稲
田
大
学
に
お
い
て
、
第
七
八
回
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
近
代
化
の
な
か
の
誕
生
と
死
」
を
開
催
し
、
共
同
研
究
メ
ン
バ
ー
が
報
告
し
、
一
般
に
公
開
し
て
議
論
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
来
聴
者
の
関
心
も
高
く
、
研
究
成
果
が
公
開
さ
れ
た
意
義
は
大
き
か
っ
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
記
録
と
し
て
、
山
田
慎
也
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
近
代
化
の
な
か
の
誕
生
と
死
』（
二
〇
一
三
、
岩
田
書
院
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
関
連
の
事
業
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
七
月
七
日
大
正
大
学
に
お
い
て
、
歴
博
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
に
お
け
る
死
の
文
化
の
変
容
―
東
ア
ジ
ア
地
域
の
葬
送
墓
制
を
中
心
に
―
」
も
開
催
さ
れ
、
近
代
化
に
よ
る
葬
送
儀
礼
の
変
容
が
東
ア
ジ
ア
で
も
同
時
並
行
的
に
生
じ
、
し
か
も
相
互
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
成
果
と
し
て
、
山
田
慎
也
・
鈴
木
岩
弓
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
変
容
す
る
死
の
文
化
―
現
代
東
ア
ジ
ア
の
葬
送
と
墓
制
』（
二
〇
一
四
、
東
京
大
学
出
版
会
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
